
【 ＰＲＥＳＳ ＲＥＬＥＡＳＥ 】

株式会社東日本放送（本社・仙台市太白区）は、２０２３年３月１１日（土）に岩手・宮城・福島
のテレビ朝日系列３局共同制作番組「あすへの一歩～被災地が変える未来～」を放送します。

東日本大震災から１２年。未曾有の災害を経験した被災地だからこそ発信できることが
あります。〝あの日〟から１２年の月日が経ったからこそ、踏み出した「一歩」。
日本、そして世界の未来を変える、防災・復興・伝承の新たな動きを伝えます。

２０２３年３月３日

３月１１日（土） 午後３時３0分～生放送

＜主な内容＞

温暖化の影響により風水害の被害が激甚化するいま、「海面上昇が津波の威力を増大
させる」との研究が東北大学で進められています。海面上昇によって被害はどれぐらい拡大
するのか、最新の研究を取材し命を守る行動につなげます。

◆宮城から伝える「防災」の新たな一歩
『津波の脅威増大～温暖化による海面上昇がもたらすリスク』



◆番組名 岩手・宮城・福島 ＡＮＮ３局共同制作

「あすへの一歩 ～被災地が変える未来～」

◆放送日時 ２０２３年３月１１日（土）午後３時３０分～午後４時３０分

◆放送エリア 宮城県・岩手県・福島県エリア

◆配信 ＡＢＥＭＡ・ＡＮＮnewsＣＨ・ｋｈｂ公式ＹｏｕＴｕｂｅで同時配信

◆出演 上野 比呂企（ｋｈｂアナウンサー）・野口 ちひろ（ｋｈｂアナウンサー）・

山崎 聡子（ＫＦＢアナウンサー）・山田 理（ＩＡＴアナウンサー）

◆岩手から伝える「復興」の新たな一歩
『見据える〝被災地〟の先 復興ツーリズムの可能性』

津波で被災し１７００人以上が犠牲となった陸前高田市。壊滅した町の復興は進み、東北
第一号の公立博物館として開館した市立博物館が去年１１月に復活。さらに震災遺構を巡回
する自動運転のバスを運行するなど、先進的な取り組みを進めています。目指すのは〝被災
地の先〟。災害から学び未来へ教訓を伝えていく「復興ツーリズム」で町のにぎわいを取り
戻し、交流人口増加を目指します。

◆福島から伝える「伝承」の新たな一歩
『語り始めた子どもたち 若き語り部の葛藤と情熱』

原発事故の教訓を伝承する施設で語り部として働いている南相馬市出身の渡邉舞乃さん。
被災した自分ですら当時の記憶が薄れている現実に、伝承の難しさを痛感したことが進む
道を決めるきっかけとなりました。１２年前の子ども達に震災はどう映ったのか、成長し今
何をどう伝えているのか。若き語り部の葛藤と情熱を切り取ります。

【問い合わせ】
株式会社東日本放送 広報宣伝部 TEL：022-304-3015 MAIL：koho@khb-tv.co.jp


